
スマホが燃えて

やけどをした！

リチウムイオン電池の
事故に気をつけよう！

消費生活情報メール

第 55 号

スマートフォン、タブレット、モバイルバッテリー、ワイヤレス

イヤホン、ハンディファンなどいろんなところに「リチウムイオン

電池」が使われていますが、発熱、発火、発煙事故が起きて

います

消費者庁ホームページから引用

センターHP

カバンに入れていた

モバイルバッテリーが

ものすごく熱くなった！

迷った時、困った時は、悩まず１８８へ電話を！！近くの消費生活センター
につながります



□強い衝撃や圧力を加えないようにしましょう

□充電は安全な場所で、起きているときに

しましょう

□モバイルバッテリーなどの電気用品を買うとき

にはPSEマークの表示を確認しましょう

◎熱くなったり膨らんだり変な臭いがしたりする製品は、使用を

中止しましょう

◎発火、発煙したときは、安全を確保し、できれば大量の水で消火

   しましょう

◎リチウムイオン電池は住んでいる市や町のルールを守って捨て

ましょう。 お店でリサイクル回収をしてくれる場合もあります

ふとんの上やカバンの中で充電するのは危険！

製品が熱くなったり、膨らんだり、変な臭いがした

ら危険！そのまま使用してはいけません

普通のゴミに混ぜて捨ててはいけません

ゴミ収集車や焼却場が火災になります

事故を起こさないための注意ポイント

異常が起きたときは！

冬休みで、ゲーム、動画にふれる時間が増えます

使用時間や課金等について使用ルールを家族で

再点検しましょう

国民生活センター
「くらしの危険」から引用

電気製品の安全マーク
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